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６ 議事録（要点筆記） 

追加提出議案に関する説明会 

○議事調査課長 

ただいまから、追加提出議案等に関する説明会を開催する。 

はじめに議長からご挨拶申し上げる。 

○議長 

（あいさつ） 

○議事調査課長 

  それでは、先に案内した日程に従い、説明会を進める。 

以後の進行を副議長にお願いする。 

○副議長 

それでは、追加提出議案に関する説明会を始める。 

執行部説明員については、着座のまま、順次、氏名・役職を名乗った後、説明を行うこととするが、

質疑応答においては、通常どおり、発言許可を受け、起立した上で応答していただくこととする。 

今回の追加提出議案に対する質疑は、本説明会で行うこととし、本会議での質疑は行わないこととす 

るのでお願いしたい。 

質疑は、後ほど一括して行う。それでは、執行部から説明をお願いする。 

（総務部長挨拶の後、関係次長等が資料に基づき議案の概要を説明） 

○副議長 

  続いて、質疑に入る。 

質疑は、一問一答で簡潔な質疑にご協力をお願いする。 

○議員 

  新型コロナウイルス感染症にかかる入院医療体制の確保・充実について、新たに設置する臨時医療施 

設はどこになるのか。 

○医療整備課管理監 

  木沢記念病院が令和４年１月に移転予定であるため、移転後の施設を活用し整備する予定である。 

○議員 

  新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金について、一定の要件とは何か。 

○地域福祉課長 

  支給要件として、世帯全体の収入基準額や預貯金額がある。 

○議員 

  本来の目的である、本当に困窮している方に支給できているのか。 

○地域福祉課長 

  単身世帯の場合、収入基準額は月額107,000円以下かつ預貯金額は468,000円以下を要件として支援し 

ており、このセーフティネットを活用してもなお困窮されている方は生活保護につなぐことになるが、

今のところ生活保護受給者数は県全体で11,600人程度で変動していないことから、一定の効果はあると 

考えている。 

○議員 

  施設園芸省エネ設備導入支援事業は、県内農業者からの要望はあるのか。 

○農産園芸課長 

  現在、事業要件となっている国事業の施設園芸セーフティネット構築事業に加入予定の19件分の要望 

がある。 

○議員 

  事業費1,400万円では補助上限額100万円で要望があった場合、補助は14件分の予算しかないが、不足 

しないか。 

○農産園芸課長 

  要望調査の結果では、二重カーテンの導入など、低額の要望が多く、現段階の試算では30件以上あっ 

ても対応できると考えている。 
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○議員 

  ほっと一息、ぎふの旅キャンペーンの現状は。 

○観光誘客推進課長 

  これまで７月に第１弾、10月に第２弾を実施し、割引額の合計が７億円となった。また、12月から第 

３弾を実施している。教育旅行支援事業においては、引率者含め５万人強の学校関係者の利用があった。 

○議員 

  観光地として人が集まりやすいところとそうでないところがあるが、そういったエリアごとの現状を 

把握しているのか。 

○観光誘客推進課長 

  飛騨地方に集中する傾向については承知しており、オンライン宿泊予約サイトについては美濃地方に 

配慮した予算配分とした。電子観光クーポン「ぎふ旅コイン」では、県内全域で1,400件ほどの事業者に 

登録いただいているが、美濃地方の登録も多く、有効に制度を活用いただいている。 

○議員 

  予算可決後の事業スケジュールは。 

○観光誘客推進課長 

  今回、国が制度を見直し、販売・実施期間を３月10日まで延長したが、国において来年度への繰越も 

検討されていることや、再開される予定のＧоＴоトラベル事業との並走等、国の動向を注視しつつ、

県内事業者が恩恵を受けることができるように準備を進める。 

○議員 

  農村地域の防災・減災対策に関して、主な事業予定箇所に記載がある「鵜森地区（大垣市）」の事業 

内容は何か。 

○農地整備課長 

  継続中の老朽化した排水機場の更新整備について、補正予算を活用し事業進捗を図る。 

○議員 

  具体的には何を実施し、どの程度の進捗が図られるのか。 

○農地整備課長 

  別途回答する。 

○議員 

  新型コロナウイルス感染症にかかる検査体制の確保について、「ワクチン・検査パッケージ」等の無 

料検査実施にあたって、検査キットの供給量はどの程度になるのか。 

○感染症対策推進課管理監 

  国が業者に直接働きかけており、供給量に関しては問題ないと聞いている。各都道府県において12月 

下旬から順次開始するが、ニーズが不明であるため、在庫を抱えないよう状況を見ながら仕入れると思 

われる。県としても注視しているが、今のところ問題ないと考えている。 

○議員 

  事業費は、検査何件分で積算しているのか。 

○感染症対策推進課管理監 

  健康上の理由等によりワクチン接種ができない方が「ワクチン・検査パッケージ」を利用する際に必 

要となる検査分として約188,000回、感染拡大時の検査分として約282,000回を想定している。 

○議員 

  「ぎふ旅コイン」はスマートフォンがないと使えないが、紙クーポンの対応予定は。 

○観光誘客推進課長 

  紙での実施も検討したが、事業者への迅速な支払いや事務負担の軽減、ＤＸの推進という観点やキャ 

ンペーン以外での活用等を見据え、電子のみとした。できる限り操作は簡潔にしており、スマートフォ 

ンを持っている家族が同行すれば代わりに利用いただける。 

○議員 

  説明は承知したが、スマートフォンを持っていない人へのフォローは。 

○観光誘客推進課長 
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  導入に当たっては、先進事例及びスマートフォンの普及率を踏まえており、総合的に現状の方式が最 

善だと考えている。 

○議員 

  県のＤＸ推進計画には「誰一人として取り残さない」とあり、多くの人に使ってもらえるようにする 

ことも目的の１つであることから、紙クーポンの配布についても検討いただきたい。 

○議員 

  「ワクチン・検査パッケージ」等の無料検査を行う事業者は、公表されるのか。 

○感染症対策推進課管理監 

  事業開始にあたっては、どこで検査を受けることができるのか、県ホームページでも公表したいと考 

えている。また、店頭でも分かる表示を整備していきたい。 

○議員 

  検査の実施方法について、検査の申込みから結果の受取りまでインターネット上で完結するものや、 

店頭で検体を採取しその場で結果が出るものなど様々あると思うが、制限はあるのか。 

○感染症対策推進課管理監 

  対面での実施が原則であり、抗原検査では、検体を採取する場面、検査結果が出る場面を薬局等の職 

員が見て、薬局等の名前で陰性の証明書を発行することになっている。一部オンラインで実施する方法

も残されているが、基本的には対面で実施することを想定している。 

○議員 

  対面の実施では、薬局の職員等が感染する可能性もあるため、事業者は感染症対策が十分取られたと 

ころになるのか。 

○感染症対策推進課管理監 

  薬局等には、あらかじめ事業計画を提出していただき、県が認定したところのみ事業実施可能となる。

国から示されつつある基準を見ながら、事業を実施していただくことになる。 

○議員 

  検査のスキームについて、検査を受けたい方に事前申込等の手間はかからないということか。 

○感染症対策推進課管理監 

  国が決めた申込書を店頭に設置する予定である。抗原検査の場合は、店頭で申込書に記入し、検査を 

受け、陰性の証明書を受け取って帰っていただくため、事前の予約等は不要である。ＰＣＲ検査の場合 

は、検査に時間を要することから、検査業者からメール等で直接検査結果が届く。いずれの場合も、検 

査を受けた方がその場でお金を支払う必要はない。 

○副議長 

 質問も尽きたので、これをもって追加提出議案に関する説明会を終了する。 
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